
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　■ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

平成24年度で事業終了

目標に対

する成果

の状況

・平成24年４月に、学識経験者、事業主代表、労働者代表ら計11名の委員からなる「工科短大機能あり方検討会」を設置し、４回（平成

　24年６月、７月、９月、11月）の検討会を開催し、平成24年12月には、設置学科、定員数や設置地域等についての方向性を示した「南

　信地域における工科短期大学校機能に関する報告書」を策定・公表した。

・報告書の内容を踏まえ、長野県総合５か年計画において、「高度な技術を持った人材育成課を県下全域に継続的に輩出するための拠

　点として、上伊那地域への工科短期大学校南信キャンパス（仮称）の設置に向けた取組を進めます。」との方向性を示すことができた。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 3,736 0

0 3,303 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

概　算

人件費

0.40

0

433

Aの

財源

0 0 448 0

予

算

額

前年度繰越

当初予算

補正予算

0 448

448 0

合計（A) 0 0

-

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

会議の開催 直接 会議の開催（４回）・報告書策定 448 433 -

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 第９次長野県職業能力開発計画に基づき検討会を設置

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

課・室 人材育成課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail jinzai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

「工科短大機能あり方検討会」を設置し、南信地域への工科短大機能の配置に係る基本的な事項について調査、検討し、年度内に報

告書を策定・公表する。

南信地域への工科短大機能の配置に係る基本的な事項について、波及効果やコスト等を含めて、そのあり方を議論するため検討会を設

置する。

長野県職業能力開発審議会の答申を受けて策定した「第９次長野県職業能力開発計画」において、工科短期大学校のあり方について、

「企業ニーズ、高校卒業者数やその進路動向、県財政等を考慮しつつ、地域の活性化という観点も踏まえ、南信地域への工科短大機能

の配置を含めて、喫緊の課題として今後のあり方を検討」することとされた。

成果目標の達成状況

項目

報告書の策定・公表

事業番号 06 05 15 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 南信地域への工科短大機能の配置に関するあり方検討事業費南信地域への工科短大機能の配置に関するあり方検討事業費南信地域への工科短大機能の配置に関するあり方検討事業費南信地域への工科短大機能の配置に関するあり方検討事業費
担

当

課

部局 商工労働部

実施期間 H24 ～ H24

合計 448 433 0

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

-

年度内に

実施

12月に策

定・公表

達成


